
平成２４年１１月８日（木）

７月２９日から３０日にかけ、淀川三川合流域において「近畿水環境交流会」が開催されました。
２９日は、石清水八幡宮やエジソン記念碑などの現地見学会やさくらであい館イベント広場において、
シンポジウムが行われました。
３０日は、水辺の河岸清掃を行った後、水質調査、レスキュー体験等が行われました。また、昼食を挟
んで午後にはEボートレースが行われました。
近畿水環境交流会とは、近畿地方における水環境に関心とかかわりをもつ多くの人々が幅広い交流と
連携を図り、人々が水辺に近付き活用するとともに世代間の連携、時代を超えた歴史・文化の継承を図
ることを目的とし、実施されています。
１９９９年から毎年、近畿管内の河川等で交流会を開催されており、今年は淀川三川合流域で開催され、
そこに淀川河川事務所も参加しました。

〇シンポジウム
「淀川河川公園、今後の展望」
講 師：淀川河川事務所 副所長 岩崎 健

「舟運から見た「京の川」」
講 師：京都産業大学 教授 鈴木 康久

さくらであい館イベント広場でシンポジウム
淀川三川合流域において､「近畿水環境交流会」が開催されました！！

宇治川でＥボートレース

H29.7.30

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局
淀川河川事務所 河川公園課
０７２－８４３－２８６１

概 要

（参加者の感想）
・琵琶湖淀川水系を繋ぐ舟運の歴史文化や現在の河川公園利用等に関する知見を深めることがで
き大変有意義な講演だった。また、市民参加による河川環境や水辺環境を守り育て活かす各地の
取り組みの特徴や課題・苦労されている点等を勉強することができ、類似の取り組み検討におけ
る参考事例として、大変有意義な活動紹介だった。
・Ｅボートに乗る機会はなかなか無い。川の中から川を見るという貴重な体験できた。

-淀川河川事務所-

シンポジウム レース前集合写真

Ｅボートレース

〇Ｅボートレース
場 所：宇治川
参加チーム：１１チーム

見事２位入賞

アカウント：国土交通省淀川河川事務所
ユーザーネーム：@yodogawa.mlit


